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『六度集経』第81話 「常悲菩薩本生」 と

『般若経』の異相

三十二相八十種好を手がかりとして

伊 藤 千 賀 子

1は じめ に

本論文は 『六度集経』の 「常悲菩薩品」 と 『般若経』の 「常啼菩薩品」の新旧

を仏陀の身体的特徴をあらわす言葉を手がか りにして考察 してい くものである.

大乗仏教の発展の過程は必ず しもあきらか というわけではないが,仏 伝を中心

とする文学活動が大乗仏教の展開や発展に大きく寄与 したことは疑いない.そ れは

大乗仏教の六波羅蜜の内容が仏伝文学 と一致することからも知ることができる1).

仏伝文学の一つである 『六度集経』は91話 の本生譚 を六波羅蜜に配分 して説

いたものである.そ のなかの禅定の章に,『般若経』の 「常啼菩薩品」 と対応す

る 「常悲菩薩本生」が組み込まれてお り,『般若経』 とのつながりを示 している.

『六度集経』の 「常悲菩薩本生」(以下 『六度』)と 『般若経』をとりあげた論文

は,最 も古い漢訳である 『道行般若経』の 「薩陀波倫菩薩品」(以下 『道行』)と の

新旧を問題 にしているものが多い.そ れには3種 類の論考がある.(1)『 道行』

を古いとするもの,(2)『 六度』を古いとするもの,(3)ど ちらともいえないと

するもの,の3で ある.そ れぞれの概要を以下にまとめる.(1)『 六度集経』の

第65話 や第66話 に 『般若 経』や空思想が見受 けられることか ら,『六度集経』

は般若経を充分に知っていて,『 六度』は 「常啼菩薩品」を本生譚 としたもので

ある3).(2)『 六度』が先行 し,『道行』,『大明度経』のように変化 した4).「常啼

菩薩品」の方が詳 しく整ってお り,明 らかに後の成立5).『六度』が古形を示し,

『道行』のものははるかに増広 されている6).(3)『 道行』 と 『大明度』 にのみ見

られる般若波羅蜜の宣揚をふ くむモチーフが他の 『般若経』に存在 しないことか

ら,『道行』が 『六度』をもとにしたのではな く,『六度』 と 『八千頌』に共通の

原形 となる物語があり,そ れぞれ別に発展 していった7).

まず(1)で あるが,経 典の成立年代やその新旧と,そ のなかに収められてい

る所伝の新旧とはかならず しも対応するわけではない.新 しい経典が古い所伝を
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収 め て い る とい う こ とは しば しば見 受 け られ る こ とで あ る.と りわ け 『六 度 集 経 』

は,一 話 一 話 の構 成 に統 一 が な く,収 集 した所 伝 に大 乗 を宣 揚 す る文 章 を 付 け加

え て 作 られ た もの と考 え られ る.し た が っ て,『 六 度 集 経 』 全 体 を を ま とめ て 論

ず る こ とに は無 理 が あ る.つ ぎ に(2)で あ る が,具 体 的 で確 実 な根 拠 は示 さ れ

て い な い.物 語 とい うも の は増 広 され る こ とは あ っ て も削 除 は な い とい う前 提 に

た たね ば,こ れ らの論 は成 立 しな い.抄 訳 とい う こ とも十 分 あ り うる こ とで あ る.

(3)に つ い て は,文 章 を比 較 して み る限 り,『 六 度 』 と 『般 若 経 』 の所 伝 に は 同

文 性 が ま っ た くみ られ ず,ど ち らか 一 方 か ら他 方 へ発 展 して い っ た とは考 え に く

い.こ の 点 か ら も,こ の2所 伝 に直 接 の関 係 が な い こ とは明 らか で あ ろ う.

Ⅱ 経 典 と ス トー リ ー

『般 若 経 』 の 「常 啼 菩 薩 品 」 は,大 品 系 に も小 品 系 に も ふ くまれ て い るが,今

回 は以 下 の 通 り,成 立 の 古 い とされ る小 品 系 統 の5所 伝 を と りあ げ る.

『六 度 集 経 』 巻7-81「 常 悲 菩 薩 本 生 」8)AD.251-2809)

『道 行 般 若 経 』 巻10-29「 薩 陀波 倫 菩 薩 品」10)A.D.179ll)12)

『大 明 度 経 』 巻6-28「 普 慈闌 士 品 」13)A.D.223-25314)

『小 品 般 若 経 』 巻10-27「 薩 陀波 倫 品」15)A.D.344-41316)

『仏 母 出生 三 法 蔵 般 若 波 羅 蜜 多 経 』 巻23-30「 常 啼菩 薩 品」17)A.D.98018)19)

『八 千 頌 般 若 経 』 第30章 「サ ダ ー プ ラル デ ィ タ品 」20)21)

(以下,[『 六度 』『道行 』]『大明度』 『小 品』 『仏母』 『八千頌』 とする)

上 記 の般 若 経 は す べ て 『八 千 頌 般 若 経 』 の 同本 異訳 で あ る22).特 に 『仏 母 』 は

現 存 梵 本 八 千頌 般 若 と最 も一 致 す る.し か し全 く同 一 とい うわ けで は な い23).

『六 度 』 の 基 本 的 な ス トー リー を10に わ けて述 べ る24).

① 衆 祐 が 説 か れ た.② 仏 が 常 悲 とい う名 の菩 薩 で あ っ た時,仏 も経 典 も沙 門 も な

く,世 の 中 が 破 滅 に 向 か っ て い る こ とを 嘆 き悲 しん で 常 に涙 を流 して い た.③ 常

悲 は 夢 で,影 法 無 臓如 来 王 仏 に会 い 「無 為 とは諸 念 を寂 滅 す る こ とで あ る」 とい

う法 を 聞 いて 喜 び,心 垢 が 除 か れ 定 に入 る.④ そ こで 妻 子 と家 を捨 て 深 山 に入 る

が,や は り仏 に会 え ず,経 を 聞 け な い こ とを 嘆 き悲 しみ 泣 い て い た.⑤ 天 神 が 下

りて きて 「明 法 を も とめ,誦 習 し,行 ぜ よ.汝 は か な らず 仏 とな るで あ ろ う.明

法 を得 るた め,何 事 に も と らわ れ ず,た だ一一心 に 東 行 せ よ」 と告 げ る.⑥ 常 悲 は

ひ た す ら東 行 す る も 「どの くらい 行 っ た ら よい の か を聞 か な か っ た」 と数 日で 中
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止し,仏 に会えないのを悲 しみ泣 く.⑦ 上方 より仏が飛んで来 られた.菩 薩が説

法を望んだ.仏 は 「三界は空であり,無 常である」 と説き,さ らに 「東へ2万 里

行った所 に菩薩だけが住む健陀越 という国がある.そ の最尊の法来菩薩を師 とせ

よ」 と云 う.⑧ 常悲は仏が法来の名徳を讃歎するのを聞いて法喜を感 じ現在定を

得た.諸 仏が明法を説 くのを見,さ らに 「過去現在未来の諸仏もみな汝と同じで

ある.汝 は必ず仏 とな り,一切 の生を済はん」25)という記別を受 く.⑨ 定より覚

めて,諸 仏がお られないのを知 り,「仏 はどこから来て,ど こへ行って しまった

のか1と 嘆いた26).⑩禅定も極めれば,仏 の説法をも聞 くことができる.

Ⅲ仏 の 身 体 的 特 徴 の 比 較

今 回 は Ⅱで 述 べ た ス ト._リ ー の うち⑤ ⑦ ⑧ の み を 対 象 と し,そ こに描 か れ る仏

陀 の 身体 の形 容 に つ い て着 目 した い.

⑤ に お い て 『六 度 』 に は,天 神 が常 悲 に 向 か っ て 「爾 は必 ず 四無 所 畏 ・十 種 力 ・

十 八 不 共 を得 ん.身 色 紫 金 に して,項 光 際 な し.十 方 に経 道 あ り.爾 は 明 主 ・衆

聖 之 尊 ・天 人 之 師 と為 らん.」(大Ⅲ63b5-7)と 予 言 を す る モ チ ー フが あ る.こ の

部 分,『 道 行 』 で は 空 中 か らの 声 が 「汝,当 さ に 是 の大 法 を求 索 む べ し.汝,是

の法 を 聞 き,若 し くは行 じ,若 し くは守 らば,仏 所 有 の 功 徳 汝 は悉 く当 さに 之

を得 べ し.仏 の三 十 二 相 八 十 種 好,汝 は悉 く当 さ に之 を得 べ し27).汝 は悉 く当 に

経 法 を持 し,十 方 の天 下 人 に教 ふ べ し.」(大 皿471al8-21)と 言 う.『 大 明度 』 で も,

空 中 か らの 声 が 「若 じ当 さに 是 の 法 を も とめ,聞 き守 り行 ず る こ とを得 れ ば,仏

の 功徳 身 三 十 二 相 八 十 種 好 を 若 じ は 当 さ に 之 れ を得 べ し.亦 た 当 さ に經 法 を 以 て

十 方 人 に教 ふ べ し.」(大 Ⅶ506a12-16)と あ る.他 の3所 伝 に は⑤ に こ の モ チ ー フ

は存 在 しな い.

また⑦ の 『六 度 』 で,上 方 か ら飛 ん で 来 た仏 を 「身 色 は紫 金 な り.相 好 は 絶 聖

な り.面 は満 月 の 若 し.項 に 日光 あ り」28)(大Ⅲ43b24-25)と 形 容 す る.『 道 行 』

で は 虚 空 中 に立 っ 化 作 仏 を 「身 に金 色 あ り.身 は 十 億 の光 炎 を放 ち,身 に 三 十 二

相 あ り」(大Ⅷ471bl9-20)と す る.『 大 明 度 』 で は 空 中 の化 仏 を 「身 は金 色 に し

て 十 億 光 焔 を放 ち,三 十 二 相 な り」(大Ⅷ504a29-bl)と い う.『 小 品 』 に現 れ る

の は 仏 像,『 仏 母 』 で は?来 形 像,『 八 千 頌 』 で は?来 の 姿 で あ る.こ の3所 伝 に

は 身体 を あ らわ す 言葉 は述 べ られ て い な い.

さ ら に,⑧ で 『六 度 』 に は仏 が 常 悲 に 記 別 を授 け るモ チ ー フが あ る29).『 六 度 』
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は仏 の外 見 に 触 れ る こ とは な い.し か し 『道 行 』 で は,薩 陀波 崙 が 見 十 方 諸 仏 三

昧 の な か で,諸 仏 か らか つ て 自分 た ち が 菩 薩 で あ っ た 時,般 若 波 羅 蜜 を聞 い て薩

芸 若 を得,さ らに 「三 十 二 相 ・八 十 種 好 ・十種 力 ・四 無 所 畏 ・四 事 不 護 ・十 八 事

不 共 を得 」(大 Ⅷ672a22-24)た と あ る.『 大 明 度 』 に も 同 じモ チ ー フが あ り,見 十

方 仏 定 に入 った 普 慈 が,諸 仏 が菩 薩 で あ っ た 時,精 進 を重 ね て 明 度 を獲 得 し,「 成

じて 一 切 智 ・三 十 二相 ・八 十 好 ・十 種 力 ・四無 所 畏 ・四 事 不 護 ・十 八 不 共 と為 ら

ん 」(大 Ⅶ504c7-8)と あ る.『 小 品 』 に も同 様 の モ チ ー フが あ り,諸 仏 が 「是 の如

き金 色 之 身 ・三 十 二相 ・大 光 明 ・不 可 思議 な る智 慧 ・諸 仏 の無 上 の 三 昧 ・無 上 の

智 慧 を得 」(大 Ⅶ581c21-23)た と言 う.『 仏 母 』 は 『小 品 』 と ま った く対 応 す る文

章 の後,「 金 色 の 身 ・種 種 の 光 明 ・三 十 二 大 人 相 ・八 十 種 隨 形 好 を得,皆 悉 く具

足 す 」(大 Ⅶ670a17-18)と あ る.『 八 千 頌 』 で も,三 昧 に 入 っ て,十 方 の諸 仏 か

ら 「わ れ わ れ は この よ うな 金 色 の身 体 を獲 得 し,大 人 を あ らわ す 三 十 二 相,八 十

種 好,一 尋 の 円 光,無 上 に して 不 思 議 な仏 陀 の 知,仏 陀 の知 恵,仏 陀 の 無 上 の精

神 集 中,す べ て の 仏 の 特 性 とい う功 徳 を獲 得 した の で あ る.」30)と 語 りか け られ

る.

す な わ ち,仏 の 姿 を あ らわす に,『 六 度 』 は 「身 色 紫 金 に して,項 光 際 な し.」,

あ る い は 「身 色 は 紫 金 な り.相 好 は絶 聖 な り.面 は満 月 の 若 し.項 に 日光 あ り」

と形 容 して い る.し か し 『般 若 経 』 に お い て は,『 小 品 』 の み三 十 二 相 だ けで 八

十 種 好 は み られ な い が,他 の4所 伝 は三 十 二相 八 十 種 好 とい う語 で 仏 陀 の姿 を あ

らわ して い る.す で に三 十 二 相 八 十 種 好 は み な が 了解 して い る語 とな っ て い て,

そ の 説 明 はな い31).

仏 像 の 出現 は 紀 元1世 紀 の末 葉 か らで あ っ た と推 定 され る32).し か し仏 教 との

仏 陀 の身 体 に対 す る関 心 は強 く,ア シ ョカ王(紀 元前3世 紀)以 前 の成 立 と考 え ら

れ て い るSuttanipataの 第548偶 や 第549偶,お よ びTheragatha(紀 元前6-3世 紀 ご

ろの成 立)33)の 第818偶 や 第819偶 に は,後 世 の 三 十 二 相 と共 通 す る 内容 の も の

が す で に述 べ られ て い る.身 体 が 金 色 に輝 く とか,歯 が 白 い とい うの は明 らか に

後 世 の 相 好 に 示 さ れ る 内 容 で あ り,Suttanipataの 第1000偶 に は,32の 特 別 な相

が 意 識 さ れ て い る.確 か に可 視 的 に表 現 され る こ とは な く,具 体 的 に は仏 像 出現

を待 っ て表 さ れ るの で は あ るが,三 十 二相 八 十 種 好 とい う整 備 され た も の で は な

い に して も,仏 像 出 現 以 前 か ら仏 陀 の 身体 を可 視 的 に と らえ よ う とす る強 い意 識

が あ っ た34).し か し三 十 二 相 とい う数 は経 典 に よ って は,三 十 二 相 に 満 た な い も

のや そ れ 以 上 の もの も あ り,ま た八 十 種 好 との関 連 もあ っ て複 雑 で あ る.す な わ
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ち,何 を も っ て三 十 二 相 八 十 種 好 とす る か は 経 典 に よ っ て 著 し く相 違 して い る.

た と え ぼ 「満 月 の よ うな顔 面 」(面 輪其 猶満 月,purnacandranibhanana)は 『大 般 若 』

の 系 統 にい た って 三 十 二 相 の ひ とっ に数 え られ て い る35).

結 論

以 上 か ら分 か る こ とは,『 六 度 』 は 「満 月 の 如 き面 」 が 三 十 二 相 に数 え られ る

以 前 に書 か れ た もの で あ り,さ らに三 十 二 相 や八 十 種 好 とい う語 彙 が 定 ま る以 前

に つ く られ た所 伝 で あ る.し た が っ て,『 六 度 集 経 』 第81話 「常 悲 菩 薩 本 生 」 は

小 品 系 『般 若 経 』 の い つ れ の 経 典 よ りも早 く成 立 した所 伝 で あ る.
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11)大 Ⅷ470cl8-474a23

12)般 若経 の 「常啼菩 薩品」等 は,『 道行』が 「累教品大二 五」 までで一応完成 した後

に,付 加 された もの と一般 に承 認 されてい る.(平 川彰 「初期大乗仏教 の研究I」p.201

『平 川彰著作 集』第3巻 春秋社1989).最 古の 『道行 』 において も,す でに 「薩陀

波倫菩薩 品第二十八 と曇無 竭菩 薩品第二十九な どは収録 されて,決 して等閑視で きない

内容 である.(勝 崎裕彦 「小 品系般 若経 〈常啼菩薩品〉の教説構造」p.30『 印度学仏教

学研究』第46巻1号1991.l2)

13)呉 支謙訳

16)大 Ⅷ503cl9-505c12

15)後 秦 鳩摩羅什訳

14)大 Ⅷ580a22-582al2

17)宋 施護訳

960



(154) 『六度集 経』第81話 「常悲菩薩本生」 と 『般若経』 の異相(伊 藤)

18)大 Ⅷ648a20-470cl3

19)以 上はすべて小野玄妙編纂 『仏書解説大辞典』(p.327b縮 刷版1999大 東出版社)

よ り引用.

20)日 本語訳 はすべ て,『大 乗仏典3八 千頌般 若経 Ⅱ』(梶 山雄一訳,丹 治昭義訳,中

公文庫1667中 央 公論新社2001)に よった.た だ し文中 の 「知 恵の完成」 は般 若波

羅蜜 多 とした.梵 本 はAstasahasrika-Prajnaparamitaで,Haribhadraの 注釈 書Abhisamay－

alamkaraloka Prajnaparamitavyakhyaδがある.

21)そ れぞれ の系統 には,7,800年 に またが る各 異本,漢 訳 蔵本,梵 本等 があ るか ら,

各異本 が,そ の時代 時代 に於 いて,別 系統 の 『般 若経』 の影 響 を受 けてい るこ とも考

えられ る.(真 野龍海 『般若波羅蜜多の研究』p.3山 喜房 仏書林1992.3)

22)同 本異訳 はこれ ら以外 に も存在す るが,「 常 悲菩 薩本 生」が掲載 されていないため,

あるい は内容が異な るた め,本 稿の対象 とはしない.

23)小 野 玄妙編纂 『仏書解説大辞典 』(第9巻p.341縮 刷版 大東 出版社)

24)他 の拙論 との兼 ね合 い もあって,10種 のス トー リーにわけた.

25)こ の利他 思想 は 『六 度』 に しかみ られ ず,『道 行』 か ら 『八 千頌』 までのす べて に

欠 けて いる.(藤 田正浩 「仏伝文学 と大乗経典― 『六度集経』 の 「常悲菩薩本 生」 と

『般若経』の 「常啼菩薩品」― 」p.30『 印度学仏教学研 究』第39巻 第1号1992.12)

26)こ れに対 す る回答は,『般 若経』 の 「法 上菩薩 品」 で不来不 去 として明かされ る.

27)得 仏 三十 二相八 十種好 の 「得 」を明本 に したがい,省 略 した.

28)「 項 有 日光」 を三十二相 のひ とつ に数 えるものに 『太 子瑞応本起経』 『無量義 経』が

あ る.(高 原信 一 「Mahavastu所 伝 「仏の三十二相 」 について」三十二相 対照表 『仏教

研究』2号1972.3)

29)授 記や記別 とい う単語 をわた くしは使 ってい るが,常 悲が仏 とな る時期 ・国土 ・仏

名 ・寿命な どの予言 はしていな いので,こ れ らの単語 はふ さわ し くないか もしれない.

30)『 大乗仏 典3八 千頌 般若 経 Ⅱ』(p.329梶 山雄一訳,丹 治昭義 訳,中 公 文庫1647

中央公論新社2001)

31)嶋 善一郎 「仏説観無量寿経 に於 ける白豪相 について」(p.61『 龍 谷大学論集』361

1959.3)

32)高 田修 『仏像 の起源 』(p.415岩 波書店1967),山 田明爾 「観仏三 昧 と三十二 相」

(p.31-32『仏教学研究』24龍 谷大学仏教学会1967)

33)水 野弘元 等責任編集 『新 ・仏典解題 事典 第2版 』(p.67春 秋社1977.9)

36)福 原隆善 「仏典にお ける白豪相 」(p.1『 印度学仏教学研 究』40-1,1993.12)

35)岡 田行 弘 「三 十 二 大 人 相 の 系 統(1)」(p.304『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』38-1,

1990.12)

〈キー ワー ド〉 六度集経,般 若経,常 悲菩薩,常 啼菩薩,三 十二相,八 十種 好

(早稲 田大学大学 院修 了)
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in the case of (2). 

172. The Thirty-two Marks of Physical Excellence of a Buddha in the *Sad-

pdramita-samgraha-sutra and the Prajnaparamita-sutras 

Chikako ITO 

The *Sadparamita-samgraha-sutra (Sp) which is one of the stories of past 

lives of the Buddha distributes 91 stories to the Six Paramitas. The Sadapra-
rudita bodhisattva story (No. 81) in it is placed in the chapter of meditation. 

The Prajaparamita-sutras (Pp) have the same kind of stories. In this paper 

I concentrate on the Sp. I investigate whether Sp is older than Pp with regard 
to the bodily features of a buddha. 

In Sp, buddha was purplish gold, the back of his head emitted rays of 
light, and his face looked like a full moon. 

But in Pp, buddha had the 32 physical characteristics and the 80 minor 

physical marks. They were the vocabulary which everyone had already un-
derstood. 

The 32 physical characteristics and the 80 minor physical marks are vari-
ously listed. For example, 'full moon face' was added to the 32 physical char-
acteristics in a later period. 

Therefore, the Sadaprarudita story in Sp was written earlier than that in 
the Prajnaparamita-sutras. 

173. Why do Discriminatory and Exclusive Expressions Appear in the Lotus 

Sutra? 

Tsugunari KUBo 

The charm and power of the Lotus Sutra is found in the fact that it en-

trusts the task of personal and societal benefit to human beings themselves. 
Yet, why would the Sutra propose to do this if these same human beings are 

people who are not buddhas, and who are constantly misled by their own in-
tentions and desires?
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